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平成２８年度千葉県県民経済計算の推計結果を公表しましたので、その概要をお知らせします。 

この推計は、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの１年間について、個人、法人、

団体、官公署等すべての経済活動を対象として推計しています。 

詳しい内容や統計表は千葉県ホームページで御覧ください。 

また、県民経済計算の利用状況に関するアンケート（３問、回答は選択式）を、ホームページ内

（統計表ダウンロードページの下部）で行っていますので、御協力をお願いします。 
 
 

県民経済計算トップページ 

          https://www.pref.chiba.lg.jp/toukei/toukeidata/kenminkeizai/index.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 28 年度千葉県県民経済計算の概要 
 
 

１ 概観 
   

● 平成２８年度の県内総生産は、名目で 20兆 3,916 億円、実質で 19 兆 5,392 億円。 

県内総生産の対前年度増加率に当たる経済成長率は、名目でプラス 0.3％、実質で 

マイナス 0.3％。 
 

● 平成２８年度の県民所得は、18 兆 8,295 億円（対前年度増加率プラス 0.5％）。 
 

● 平成２８年度の１人当たりの県民所得は、3,020 千円（対前年度増加率プラス 0.3％）。 
   

 
国との比較（主要項目） 

（単位：億円、％） 

 千葉県 国 

Ｈ28 年度 Ｈ27 年度 増加率 Ｈ28 年度 Ｈ27 年度 増加率 

県（国）内総生産 
名目 203,916 203,344 0.3 5,367,950 5,329,830 0.7 

実質（連鎖） 195,392 195,907 -0.3 5,219,789 5,174,263 0.9 

県（国）民所得 188,295 187,280 0.5 3,911,856 3,900,253 0.3 

１人当たり県（国）民所得 3,020 千円 3,010 千円 0.3 3,082 千円 3,069 千円 0.4 

※国の数値は、『平成 29 年度国民経済計算年次推計（平成 31 年 4 月）』 （平成 31 年 1 月に公表された毎月勤労統

計調査の再集計値を取り込んで再集計されたもの） による。
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２ 各系列の状況 
  
（１）県内総生産（生産側）  

平成２８年度の県内総生産（生産側）は、名目で 20 兆 3,916 億円、物価変動の影響を除いた

実質（平成２３暦年連鎖価格）で 19 兆 5,392 億円となりました。 

その結果、経済成長率（県内総生産の対前年度増加率）は、名目プラス 0.3％、実質マイナス

0.3％となり、名目では４年連続の増加となりました。 

実質は３年連続の減となり、平成２８年度の経済成長率マイナス 0.3％に対する寄与度を見る

と、プラスに寄与した主な産業は「不動産業」「専門・科学技術、業務支援サービス業」（0.3％

増）、マイナスに寄与した主な産業は「電気・ガス・水道・廃棄物処理業」（0.3％減）です。 
 

注:連鎖方式の実質値は、各項目の合計値と県内総生産が一致しないため、差額を開差として表示。 

 

 
                  経済成長率に対する寄与度（％） 

 

 
 

 

寄 与 度 （ ＝ 各項

目の前期との差

÷前期の全体額） 

個別の項目の増

減が、 全体の増

減にどれだけの

影響を与えたか

を示す指標 
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注：１人当たり国民所得は、『平成 29 年度国民経済計算年次推計（平成 31 年 4月）』（平成 31 年 1月に公表された毎月勤労統計調

査の再集計値を取り込んで再集計されたもの）による。 

（２）県民所得（分配）  
平成２８年度の県民所得は、18 兆 8,295 億円で、対前年度増加率でプラス 0.5％となりまし

た。 

増加の内訳を見ると、全体の約７割を占める「雇用者報酬」がプラス 1.0％、「財産所得」がマ

イナス 4.5％、「企業所得」がプラス 0.1％となっています。 

また、１人当たり県民所得は、3,020 千円（プラス 0.3％）となりました。４年連続の増加で、

対全国比は 98.0 となりました。 
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注:開差は実質値にのみ含まれる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 名目と実質の違いは？  ～ 

（３）県内総生産（支出側）  
平成２８年度の県内総生産（支出側）は、名目 20兆 3,916 億円、実質 19兆 5,392 億円（平成

２３暦年連鎖価格）で、経済成長率（県内総生産の対前年度増加率）は名目プラス 0.3％、実質

マイナス 0.3％となりました。 

増減の内訳を見ると、「民間最終消費支出」が名目プラス 0.7％、実質プラス 1.0％、「政府最終

消費支出」が名目プラス 0.3％、実質プラス 0.5％、「県内総資本形成」が名目プラス 2.9％、実

質プラス 3.5％となっています。 

「名目値」は、実際に市場で取り引きされている価格に基づいて

推計された値です。産業構造の分析や地域間比較に適しています。 

「実質値」は、ある年（参照年）からの物価の上昇・下落分を取

り除いた値です。異なる時点での数量の増減比較に適しています。 
 

名目の場合、例えば生産量が前年度と同じ場合でも物価が上昇

すると生産額も増加するので、実際の生産量の増減は、物価変動分

を除いた実質で見なければ分かりません。 

そのため、経済成長率は実質県内総生産で見ることが一般的で

す。 

 

実 質  名 目 


